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JAL不当解雇撤回 最高裁闘争勝利に向けた

第二次全国キャラバン支援等の取り組みについて

国労本部は、闘争指示第８号（9/17）を発しました。

ＪＡＬ不当解雇撤回裁判は、東京高裁における６月の不当判

決を乗り越え、乗員６４名、客乗７１名、が最高裁に上告し現

在、全国展開での運動を進めている。

国労もこの間、最高裁への要請署名やカンパ等を通じて支援

の取り組みを継続・強化してきたところであるが、裁判は１２

月にも結審し、来春には判決が言い渡されようとしている。去

る８月２８日、東京地裁は２０１０年の不当解雇に反対して日

本航空乗員組合と日本航空キャビンクルーユニオンが開始した

スト権確立一票投票に対して「スト権を確立したら企業再生支

援機構は３５００億円の出資をしない。」とする支援機構とＪ

ＡＬの発言は不当労働行為であるとする勝利判決を下した。原

告団はこの判決を踏まえ、今秋に大きく世論を喚起させながら、

最高裁での逆転勝訴を勝ち取るべく、昨年に続き、第二次全国

キャラバンを計画している。各機関においても、原告団からの

要請に積極的に応え、支援の取り組みを全面的に強化されたい。

闘 争 指 令 第 １ 号 の 継 続

企業は内部留保を

賃上げにまわせ

数
３
５
・
９
ヶ
月
、
③
生
計
は

自
分
の
み
収
入
が
４
０
％
で
約

６
０
％
が
自
分
以
外
の
収
入
も

含
め
、
生
活
し
て
い
る
事
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
赤
字
と
そ
の
補
て
ん

項
目
は
、
毎
月
の
赤
字
と
の
回

答
内
容
に
平
均
３
７
・
２
２
１

円
と
回
答
し
、
赤
字
補
て
ん
に

期
末
手
当
が
約
９
０
％
以
上
、

預
金
・
貯
金
が
８
０
％
弱
と
な

り
ま
し
た
。
夏
季
手
当
を
何
に

使
い
ま
す
か
の
項
目
は
、
預
金

や
生
活
に
必
要
が
７
０
％
～
８

０
％
弱
と
、
圧
倒
的
に
生
活
不

安
に
対
す
る
使
途
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
来
春
闘
の
要
求

と
な
る
根
拠
に
つ
い
て
の
項
目

は
、
①
生
活
向
上
資
金
（
含
む

物
価
分
）
②
病
気
・
老
後
の
備

え
③
赤
字
の
補
て
ん
と
な
り
、

毎
日
の
生
活
が
厳
し
い
実
態
を

表
し
ま
し
た
。

国
労
本
部
は
、
先
の
定
期
全

国
大
会
で
２
０
１
５
年
春
闘
に

つ
い
て
、
次
期
中
央
委
員
会
で

方
針
を
確
立
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
職
場
の
闘
い
、
地
域
の
闘

い
、
産
別
の
闘
い
を
柱
に
、
と

り
わ
け
、
Ｊ
Ｒ
労
働
者
と
グ
ル
ー

プ
関
連
労
働
者
の
結
び
つ
き
を

強
め
、
均
等
待
遇
実
現
や
労
働

条
件
の
底
上
げ
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
と
な
る
事
を
方
針

決
定
し
ま
し
た
。
地
方
本
部
も

集
約
し
た
結
果
を
基
に
、
し
っ

か
り
と
運
動
を
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

国
労
本
部
は
第
８
１
回
定

期
全
国
大
会
（
２
０
１
２
年
）

で
確
認
さ
れ
た
方
針
に
基
づ

き
「
組
織
拡
大
全
国
統
一
行

動
」
の
更
な
る
展
開
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
８
３
回
定
期
全

国
大
会
（
２
０
１
４
年
）
で

組
織
拡
大
の
大
き
な
流
れ
と

土
台
を
築
き
あ
げ
る
為
に
集

中
し
た
取
り
組
み
を
行
う
事

を
確
認
し
ま
し
た
。

指

令

組
織
拡
大
・
全
国
統
一
行

動
を
全
国
的
に
展
開
す
る
に

あ
た
り
、
①
全
機
関
で
意
思

統
一
を
行
い
、
全
組
合
員
参

加
の
統
一
行
動
を
展
開
し
、

②
学
習
を
強
め
、
組
織
拡
大

統
一
行
動
の
展
開
と
同
時
に

団
結
強
化
と
組
織
強
化
を
図

り
③
全
機
関
で
組
織
拡
大
目

標
を
具
体
化
し
、
目
標
達
成

に
向
け
全
力
を
上
げ
た
め
に
、

意
思
統
一
と
し
て
、
①
別
途

配
布
し
た
「
職
場
活
動
実
態

調
査
」
の
内
容
を
分
析
し
、

機
関
及
び
職
場
活
動
の
改
善

を
図
る
こ
と
。
②
こ
の
２
年

間
で
組
織
拡
大
の
流
れ
と
土

台
を
築
く
た
め
に
、
実
践
と

月
１
回
の
総
括
会
議
を
行
う

こ
と
。
③
総
括
会
議
の
開
催

と
意
思
統
一
会
議
に
つ
い
て

は
本
部
へ
要
請
す
る
。
本
部

は
最
大
限
す
べ
て
の
会
議
に

参
加
す
る
。
既
に
国
労
本
部

は
高
野
苗
実
委
員
長
を
先
頭

に
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し

た
。
各
エ
リ
ア
本
部
、
各
地

方
本
部
に
於
い
て
も
同
様
の

対
策
本
部
を
設
置
す
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。

職
場
活
動
実
態
調
査
結
果

は
何
を
示
し
て
い
る
か
。

組
織
拡
大
を
喫
緊
の
課
題
と

し
て
全
力
を
上
げ
る
事
を
確

認
し
、
第
８
１
回
定
期
全
国

大
会
の
決
定
を
受
け
、
「
組

織
拡
大
全
国
統
一
行
動
」
を

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
ち
ま
す
。

「
職
場
活
動
実
態
調
査
」
の

結
果
を
踏
ま
え
、
機
関
活
動

の
弱
さ
と
改
善
す
べ
き
課
題

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
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職
場
・
地
域
の
活

動
に
自
信
を
持
ち
、

引
き
続
き
、
組
織

拡
大
に
全
力
を
あ

げ
よ
う
！

第
８
３
回
定
期
全
国
大
会
で

２
０
１
５
年
春
闘
の
課
題
は
、

国
民
生
活
、
地
域
の
課
題
・
要

求
を
掲
げ
、
安
全
輸
送
の
確
保
、

労
働
条
件
改
善
と
組
織
拡
大
と

結
合
し
た
闘
い
と
な
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
溜
め
込
ん
だ

内
部
留
保
の
国
民
へ
の
還
元
、

大
幅
賃
上
げ
で
生
活
改
善
と
消

費
不
況
か
ら
の
脱
却
な
ど
掲
げ
、

８
月
の
賃
金
を
基
本
に
「
賃
金
・

生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

地
方
本
部
は
こ
の
程
、
２
０

１
５
年
春
闘
に
向
け
賃
金
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
が
集
約
さ
れ
ま
し

た
。
８
分
会
１
８
７
名
の
調
査

報
告
を
基
に
調
査
部
を
中
心
に

ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。
①
年
齢

平
均
５
５
・
３
才
、
②
勤
務
年


